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キク栽培 圃場にお け る アザ ミ ウマ類の

粘着 ト ラッ プに よ る発生予察法

キ ク 栽培圃場に お け る ア ザ ミ ウ マ類の粘着 ト ラ ッ プに よ る 発生予察法

ち わき けん U さ の としひろ た なか り つ こ
千脇 健司 ・ 佐野 敏広 ・ 田 中 律子岡 山 県農業総合セ ン タ ー農業試験場

ア ザ ミ ウ マ類 は微小な見虫で， 農作物では芽や奮の中
な ど見つ け に く い場所 に 生息す る た め ， 農作物 に お け る

発生量の把握 は 困難な場合が多 0 '。
こ の た め， ア ザ ミ ウ マ類の調査に は一般に 粘着 ト ラ ッ

プが利用 さ れ， 農作物 に お け る 発生量 は粘着 ト ラ ッ プに
お け る 誘殺数 を も っ て推定 さ れて い る 。 河合 (1983) は
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に つ い て各種粘着 ト ラ ッ プ ( 白
色平板， 白色円筒， 青色 リ ボ ン) ご と の誘殺数 と キ ュ ウ
リ 葉での密度 と の 聞 に 高い正の相闘 を認め て お り ， 村井
(1988) は ヒ ラ ズ ハ ナ ア ザ ミ ウ マ に つ い て 粘着 ト ラ ッ プ
(青色粘着 リ ボ ン) に よ る 誘殺数 と シ ロ ツ メ ク サ 園場の
m2 当 た り の花 に お け る 生息数 と の 問 に 高 い正の相聞 を
認め て い る 。 ま た ， 柴尾 (1996) は チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ
ウ マ に つ い て粘着 ト ラ ッ プ (黄色平板型) に よ る 誘殺成
虫数 と ブ ド ウ に お け る 被害果率お よ び被害度 と の関係 を
回帰式で示 し， 粘着 ト ラ ッ プへの誘殺成虫数 に基づい て
被害許容水準の推定 を行っ て い る 。

キ ク 栽培圏場 に お け る ア ザ ミ ウ マ類の発生予察 に つ い
て も 粘着 ト ラ ッ プの利用が考 え ら れ る が， 誘殺 さ れ る 成
虫の種類は も と よ り ， 主要種 を 同時 に誘殺で き る 粘着 ト
ラ ッ プの設置法 は明 ら か に な っ て い な し ユ。 さ ら に ， 粘着
ト ラ ッ プに よ る 誘殺成虫数か ら キ ク の花 に お け る 被害量
を推定で き る か否か も 明 ら か に な っ て い な い。

そ こ で， 筆者 ら は 「花 き 類病害虫発生予察実験事業」
(農林水産省農産園芸局植物防疫課， 平成 3�9 年度) の
中で こ れ ら 不明 な点 に つ い て検討 し た の で， そ の概要 を
こ こ に紹介す る 。

本文 に 入 る に先立 ち ， 終始適切な ご指導， ご助言 を い
た だ い た 岡 山県農業総合セ ン タ ー農業試験場副場長の 田
中福三郎博士， 試験 を 実施す る に 当 た り 貴重な ご助言 を
い た だ い た 「花 き 類病害虫発生予察実験事業」 関係各位
に厚 く お礼申 し上げ る 。 な お ， 本稿 は 岡 山県農業総合セ
ン タ ー農業試験場研究報告 (第 18 号， 印制中) を 中心
に ま と め た も の であ る 。 詳細 は こ の報告 を参考 と さ れた

キ ク の栽培概要

試験 は， 岡 山 県立農業試験場 ( 岡 山 県 山 陽町) 内 に あ
る 薬剤無散布の露地 ギ ク 栽培園場 (以下， r 岡 山 農試 キ
ク 圃場J と す る ) で行 っ た。 供試品種 は 8 月 咲 き の ‘夏
姿， (花 色 : 白 ) ， ‘金 峰 山， (同 : 黄) お よ び ‘夏 牡 丹'
(同 : 赤) の 3 品 種 と し， 各 品 種 と も 2 条 植 え で 2 畝
(20 m2) ず つ 栽培 し た (合計 60 m2) 。 定 植 は 4 月 下 旬
か ら 5 月 上旬 に か け て行い， 開花始期 (切 り 花適期 に 達
し た花が観察 さ れ始め た 時期) は 7 月 上句か ら 下旬， 開
花盛期 (切 り 花適期 に 達 し た 花 が 50%程度 と な っ た 時

期) は 7 月 中句か ら 8 月 中句， 開花終期 (切 り 花適期 に
達 し た 花が 80%程度 と な っ た 時期) は 8 月 上旬 か ら 下
旬 で あ っ た。 開花期 の 草丈 は 約 80 cm (畝 の 高 さ は 約
15 cm) で あ っ た 。 な お， キ ク は 収穫 を 行わ ず， 8 月 末
に すべて株元か ら 刈 り 取 っ た。

I めじは

葉 お よ び花 に おけ る アザ ミ ウ マ類の

発生状況

E 

キ ク の葉お よ び花 に 発生す る ア ザ ミ ウ マ類の主要種 を
明 ら か に す る た め， r岡 山農試キ ク 圃場」 で以下 の 調 査
を行っ た 。

5 月 上旬か ら 下旬 に キ ク の頂芽 お よ び展開葉か ら ア ザ

ミ ウ マ類成虫 を採集 し ， 種別， 雌雄別 の個体数 を調べた
(表一1) 。 そ の結果， ネ ギ ア ザ ミ ウ マ ， ク ロ ゲ ハ ナ ア ザ ミ
ウ マ ， ハ ナ ア ザ ミ ウ マ お よ び ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ の 4
種の合計 97 頭が採集 さ れ， こ の う ち ネ ギ ア ザ ミ ウ マ が
全体の約 80% を 占 め た。 な お， 採集値体 は す べ て 雌 で
あ っ た 。

ま た ， 破奮期， 切 り 花適期， 盛花期の異 な る 開花 ス テ
ー ジ の花か ら ア ザ ミ ウ マ類成 ・ 幼虫 を採集 し ， 成虫 は種
別 ・ 雌雄別の個体数 と ， 幼虫 は個体数の み を調査 し た 。

キ ク の頂芽お よ び楽で採集 さ れた ア ザ ミ ウ マ 類

採集時期
(5 月 ) 採集部位

種別 の採集個体数a，

表 - 1

そ の他ク ロ ゲ ハ ナ ア ザ ミ ウ マネ ギ ア ザ ミ ウ マ
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そ の 結果， ヒ ラ ズ ハ ナ ア ザ ミ ウ マ， コ ス モ ス ア ザ ミ ウ
マ ， ネ ギ ア ザ ミ ウ マ， ハ ナ ア ザ ミ ウ マ ， ビ ワ ハ ナ ア ザ ミ
ウ マ ， ク ロ ゲハ ナ ア ザ ミ ウ マ， キ イ ロ ハ ナ ア ザ ミ ウ マ な
どが採集 さ れた。 採集個体数の 多 か っ た種は， ヒ ラ ズハ
ナ ア ザ ミ ウ マ と コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ の 2 種で， 成虫全体
の約 80�90% を 占 め た。 な お， 雌比 は ヒ ラ ズ ハ ナ ア ザ
ミ ウ マ が 40�100%， コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ が 90�100%
であ っ た。

以上の結果か ら ， 葉 に お け る 主要種 は ネ ギ ア ザ ミ ウ
マ ， 花 に お げ る 主要種は ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ と コ ス モ
ス ア ザ ミ ウ マ であ る こ と がわ か っ た 。

皿 粘着 ト ラ ッ プの色 と 設置位置

粘着 ト ラ ッ プの適切な色 と 設置位置 を 明 ら か に す る た
め ， r岡山農試キ ク 園場J で以下の調査 を行っ た。

供試 し た ト ラ ッ プ (12 X 8 cm の 平板型， タ キ ロ ン プ
レ ー ト @， 1 mm 厚) は， 白 色 (品番 : S-735-D) ， 黄色
(同 : S-370-D) ， 青色 (同 : S-555-D) の 3 色 で， そ れ
ぞれの色で地上か ら 50， 100， 150， 200 cm の 高 さ に な
る よ う に 木製の ポール に取 り 付 け た 。 ポール は各色 I 本
ずつ の合計 3 本 を 1 組 と し， 各供試品種の プ ロ ッ ク ( 1
品種 2 畝 (20 m2) を 1 ブ ロ ッ ク と す る ) へ 1 組ず つ 配

置 し た 。 組内 の 各 ポ ー ル は ブ ロ ッ ク 内 の 中 央 の 畝間 に
3 . 5 m の 間 隔 で設置 し た。 ま た ， ト ラ ッ プ は 垂直 に 立
て ， 粘着面 (金竜ス プ レ ー@ を塗布) が南向 き に な る よ
う に設置 し た 。 ブロ ッ ク 内の各ポ ー ル は， ト ラ ッ プの更
新 ご と に 移動 し た ( ブ ロ ッ ク 数 3 の 乱塊法) 。 調査 は 4
月 上旬 か ら 11 月 下旬 ま で行 っ た 。 ト ラ ッ プの更新間 隔
は， 4 月 上旬か ら 9 月 下旬 ま で は約 1 週間， そ れ以降は
約 2 週間 と し た。

ト ラ ッ プ に 誘殺 さ れた ア ザ ミ ウ マ 類成虫 は， 千脇 ら
(1994) の方法に従い， ト ラ ッ プ を 更新時 に 粘着面 を 透
明の ラ ッ プフ ィ ルム で覆 っ て持ち 帰 り ， そ の状態の ま ま

実体顕微鏡 (60�120 倍) 下で種別， 雌雄別 の個体数 を
数 え た 。

すべて の ト ラ ッ プに誘殺 さ れた ア ザ ミ ウ マ類成虫の種

別， 雌雄別 の個体数 を 表 2 に 示 し た。 ト ラ ッ プ に 誘殺
さ れた ア ザ ミ ウ マ類成虫 の総数 は 18 ， 763 頭， 確認 さ れ

た種は 1 科 6 属 12 種であ っ た 。 こ の う ち ， キ ク の加害
種 (梅谷 ら ， 1988) と さ れて い る も の の な かで は， ヒ ラ
ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ ， ネ ギ ア ザ ミ ウ マ お よ び コ ス モ ス ア ザ
ミ ウ マ の 3 種が顕著に 多 く ， 次い でハ ナ ア ザ ミ ウ マ， ミ
ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ， キ イ ロ ハ ナ ア ザ ミ ウ マ ， ビ ワ ハ
ナ ア ザ ミ ウ マ， ク ロ ゲハ ナ ア ザ ミ ウ マ の順で多 か っ た。
誘殺数が特に 多 か っ た上記 3 種の全誘殺数 に 占 め る 割合
は 約 74% で あ っ た。 そ し て， こ れ ら 3 種 は 葉 お よ び花
に お け る 主要種 と 一致 し た 。

次 に ， 主要種の ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ ， ネ ギ ア ザ ミ ウ

表 - 2 キ ク 栽培圃場 に 設置 し た 粘着 ト ラ ッ プに誘殺 さ れた ア ザ
ミ ウ マ 類成虫の種 と 誘殺数剖 (佐野 ら ， 1999) 

誘殺数
種 雌比 ( %)

雌 雄 計 (%b，)
ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ 3 ， 232 3 ， 012  6 ， 244 (33 . 3) 51 . 8  
ネ ギア ザ ミ ウ マ 6 ， 101 。 6 ， 101 (32 . 5) 100 
コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ 1 ， 431  93  1 ， 524 ( 8 . 1 ) 93 . 9  
ハ ナ ア ザ ミ ウ マ 821 174 995 ( 5 . 3) 82 . 5  
ダイ ズ ア ザ ミ ウ マ 298 1 1  309 ( 1 . 6) 96 . 4  
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 235 60 295 ( 1 . 5) 79 . 7  
キ イ ロ ハ ナ ア ザ ミ ウ マ 130 92 222 ( 1 . 2 ) 58 . 6  
ビ ワ ハ ナ ア ザ ミ ウ 7 123 20 143 ( 0 . 8) 86 . 0  
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 82 31 1 1 3 (  0 . 6) 72 . 6  
ク サ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 59 。 59 ( 0 . 3) 100 
ク ロ ゲハ ナ ア ザ ミ ウ マ 35 。 35 ( 0 . 2 ) 100 
カ ホ ン カ ハ ナ ア ザ ミ ウ マ 10 。 1O ( 0 . 1 ) 100 
不明穣 1 ， 535 ( 8 . 2) 
調査不能 1 ， 1 78 ( 6 . 3) 

言十 1 2 ， 557 3 ， 493 18 ， 763 ( 100 . 0) 

剖 : す べ て の色， す べて の設置高の ト ラ ッ プ に お け る 種別 の 合計
誘殺数.

b) : :全種の合計誘殺数 (不明種お よ び調査不能 も 含 む ) に 対 す る
割合 (%) .

マ お よ び コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ に つ い て， 色 ま た は設置高

が異 な る ト ラ ッ プへ の誘殺数 を 比較 し た 結果 を 表 3 に

示 し た。
ヒ ラ ズノ 、 ナ ア ザ ミ ウ マ は， 設置高 に かかわ り な く 青色

の ト ラ ッ プで誘殺数が最 も 多 く ， 白色， 黄色の順 に 少 な
く な っ た。 ま た ， い ず れ の 色 に お い て も 設置 高 50 cm
の誘殺数が最 も 多 く ， 高 く な る ほ ど少 な く な っ た 。

ネ ギ ア ザ ミ ウ マ は， 設置高 に か かわ り な く 白色 ま た は
青色の ト ラ ッ プで誘殺数が多 く ， 黄色で少 な か っ た 。 ま
た ， 設置高 100 cm ま た は 150 cm の誘殺数が や や 多 い
傾向が見 ら れた も の の， 設置高 に よ る 誘殺数の違い は小
き か っ た。

コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ は， 設置高 に かかわ り な く 黄色の

ト ラ ッ プで誘殺数が最 も 多 く ， 白色， 青色の順で少 な く
な っ た。 ま た ， ヒ ラ ズ ハ ナ ア ザ ミ ウ マ と 同様 に 設置 高
50 cm で誘殺数が最 も 多 く ， 高 く な る ほ ど少 な く な っ

た。
さ ら に， こ れ ら 3 種の誘殺消長を比較す る と ， ヒ ラ ズ

ハ ナ ア ザ ミ ウ マ は設置高 50 cm の 白 色 ま た は 青色 の ト

ラ ッ プで明瞭な誘殺 ピ ー ク が観察 さ れた が， 設置高 50

cm 以上の ト ラ ッ プや黄色の ト ラ ッ プで は誘殺 ピ ー ク の

把握が困難であ っ た。 ネ ギ ア ザ ミ ウ マ は， ト ラ ッ プの色

や設置高 に かかわ り な く 誘殺消長が相互 に 一致 し ， い ず

れの ト ラ ッ プで も 誘殺 ピ ー ク の把握が可能で あ っ た 。 コ
ス モ ス ア ザ ミ ウ マ は， 色 に か か わ り な く 設置 高 50 cm
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表 - 3 主要 3 種の ア ザ ミ ウ マ に お り る 粘着 ト ラ ッ プの色 ・ 設置高別誘殺数の比較.)
(佐野 ら . 1999) 

種 ト ラ ッ プの色

自
賛
青

マウザアナノズ-フヒ

ネ ギ ア ザ ミ ウ マ 白
貧
青

ト ラ ッ プの設置高別の誘殺数
50 cm 100 cm 150 cm 200 cm 

331 . 3  aA 147 . 0  bA 72 . 3 cA 46 . 0  dAB 
63 . 7  aB 53 . 7  aB 40 . 3  aA 31 . 0  aA 

709 . 0  aC 295 . 7  bA 207 . 3  bB 84 . 3  cB 
184 . 7  aA 225 . 0  aA 233 . 3  aAB 187 . 3  aA 
101 . 3 aB 1 l9 . 3 aB 132 . 0 aA 1 l3 . 7 aB 
175 . 3  aAB 212 . 0  abA 256 . 0  bB 162 . 0  aA 

コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ 白 101 . 3 aAB 39 . 0 bAB 12 . 3 cA 7 . 7 dA B  
賞 151 . 7 aA 59 . 0  bA 19 . 3  cB 1 2 . 7  cA 
青 70 . 7 aB 24 . 0  acB 8 . 0  bcC 2 . 3  bB 

剖 : 同一小文字ア ル フ ア ベ ッ ト 聞 に は色別 に ， 同一大文字 ア ル フ ァ ベ ッ ト 聞 に は 設置高
別 に ， そ れ ぞ れ 5%水準で有意差が な い こ と を 示 す . !og (x + 1 ) に 変換 し た 値 に つ
い て 分散分析 し た 後， 多重比較 を 行 っ た (TUKEY の q 検定l .

表 - 4 キ ク 栽培圃場 に お け る 粘着 ト ラ ッ プの巌適な色 と 設置高.)

ト ラ ッ プの設置高 (Cm)
種 ト ラ ッ プの 色

50 100 150 200 
ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ 白 O X X X 

貧 × × X × 
青 O ム × X 

ネ ギ ア ザ ミ ウ マ 自 O O O O 
黄 ム ム ム A 
青 O O O O 

コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ 白 O A X × 

黄 O A × × 
青 A X × × 

叫 : 0 : 最適， ム : 適 し て い る . x 適 し て い な い.

の ト ラ ッ プで誘殺 ピ ー ク が明瞭で， 設置高 100 cm の ト
ラ ッ プ ま で誘殺 ピ ー ク の把握は可能で あ っ た が， そ れ以
上の高 さ に な る と 困難であ っ た 。

以上の結果 を ま と め た も の が表-4 で あ る 。 主要種の
ヒ ラ ズノ 、 ナ ア ザ ミ ウ マ ， ネ ギ ア ザ ミ ウ マ お よ び コ ス モ ス
ア ザ ミ ウ マ の 3 種 を 同時に調査す る た め に は， 白色の ト
ラ ッ プ を 高 さ 50 cm に 設置 す る の が最適で あ る と 考 え
ら れた。 ま た ， 誘殺成虫 を実体顕微鏡で直接観察す る 際
に は， 白 色の ト ラ ッ プが最 も 観察 し や す く ， 体色， 刺
毛， 触角 な ど同定に必要な部位が明瞭に観察で き る と い
う 利点 も あ る 。 こ の こ と か ら も ， ト ラ ッ プの色は 白色が
適 し て い る と 考 え ら れた 。

「岡 山 農試 キ ク 闘場」 では， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
の発生 は確認 さ れて お ら ず， ま た ， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ
ウ マ も 全誘殺数 の 1 . 5% と 少 な か っ た (表ー2) 。 こ の た
め， 両種 に対す る ト ラ ッ プの設置方法 は明 ら か に で き な
か っ た。 し か し， 両種は キ ク の葉 に ケ ロ イ ド 状の被害 を
与 え ， 特に前者 は花 に も 激 し い被害 を与 え る こ と か ら 重
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図 - 1 粘着 ト ラ ッ プ に お り る ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の
高 さ 別誘殺消長

要害虫 と な っ て い る 。
そ こ で， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ が 1995 年 に 初発生

し た キ ク 産地 (岡 山市金山寺) で， 農家圃場 (3 圃場)
に 白色の ト ラ ッ プ を設置 し て ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の
誘設 を試みた。 供試 し た 白色 ト ラ ッ プ ( タ キ ロ ン プ レ ー
ト ペ 品番 : S-735-MM) は， 地上か ら 50， 100， 150， 

200 cm の 高 さ に な る よ う 木製 の ポ ー ル に 取 り 付 け， 各
圃場の畦 に 設置 し た 。 調査 は 7 月 上句 か ら 10 月 上旬 ま
で行い， ほ ぽ 10 日 ご と に ト ラ ッ プ を 更新 し た 。

結果 を 図ー1 に 示 し た 。 誘殺数 は 圃 場 に よ り ば ら つ い
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た が， い ずれ の 圃場 に お い て も 設置高 50 cm の誘殺数
が最 も 多 く ， 誘殺 ピ ー ク が明瞭であ っ た 。

一方， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に つ い て は， キ ュ ウ リ
圃場で行 っ た 山本 ら (1981) の試験 に よ る と ， ト ラ ッ プ
は 白 色 で， 設置高 は 50 cm で誘殺数が多 い と さ れ て い
る 。

以上の こ と か ら ， キ ク に発生す る 主要 な 5 種の ア ザ ミ
ウ マ に つ い て は， 白 色 の ト ラ ッ プ を 高 さ 50 cm の 位置
に設置す る の が最適であ る と 考 え ら れた。

W 粘着 ト ラ ッ プ に よ る 誘殺成虫数 と 花 に

おけ る 被害 と の関係

粘着 ト ラ ッ プに よ る 誘殺成虫数か ら キ ク の花 に お げ る

被害量 を 推定 で き る か否 か を 明 ら か に す る た め， r 岡 山
農試キ ク 圃場」 で以下の調査を行っ た 。

花 に お け る 寄生虫数の調査 は， 供試品種別 に 開花ス テ

ー ジ が破菅期 (小花 が見 え 始 め た 時期) ， 切 り 花適期
(最外花弁が直立 し た 時期) ， 盛花期 (五分咲 き の時期)
の い ずれか に該当す る 花 を 5 花ずつ ラ ン ダム に採集 し て
行っ た 。 花の採集期聞 は 7 月 下旬か ら 8 月 下旬で， 採集
間 隔 は 2�6 日 と し た 。 採集 し た 花 は l 花 ご と 白色 プ ラ

ス チ ッ ク 製の皿の上で分解 し， 出 て き た ア ザ ミ ウ マ類の
成 ・ 幼虫 を細筆で採集 し， 粘着液を塗布 し た 白色板 ( ト
ラ ッ プ と 同 じ も の) に 張 り つ け た 。 採集 し た成虫 は千脇
ら (1994) の 方 法 に 従 っ て 種別， 雌雄別 に 個体数 を 数
え， 幼虫 は個体数の み を数 え た 。

花 に お け る 被害の調査は， 寄生虫数の調査後に行い，
基部 ま で着色 し て い る 全花弁 を対象 と し た 。 各花弁 に お
け る 食 害 痕 の 大 き さ (面 積 率) を 100�81% (A) ， 
8 0 � 6 1  % ( B ) ，  6 0 � 4 1  % ( C ) ， 4 0 � 2 1 % ( D ) ， 
20�1% (E) ， 0% (F) の 6 つ に 区分 し て 調査 し， 1 花

ご と に 被 害 度 を 100 x (5 An + 4  Bn + 3 Cn + 2  Dn + En ) I 
(5 X 調査花弁数) の式に よ り 算出 し た (An ， Bn ， Cn ， Dn ， 

En は各区分の花弁数) 。
粘着 ト ラ ッ プ ( 白色， タ キ ロ ン プ レ ー ト @， 品番 : S-

735-D お よ び S-735-MM) は， 50 cm の 高 さ に な る よ
う 木製 の ポ ー ル に 取 り 付 け， ポ ー ル を 各供 試 品 種 (2
畝， 20 m2) の 中央の畝聞 に 設置 し た (反復数 3) 。 調査
は 3 月 下旬 か ら 12 月 上旬 ま で行い， 花 の 採集期間 に 当
た る 7 月 下旬か ら 8 月 下旬 ま では ほ ぼ 1 週間間隔で ト ラ

ッ プを更新 し た 。 誘殺 さ れた成虫 は， 千脇 ら ( 1994) の
方法 に従い， 種別， 雌雄別 に個体数 を 数 え た 。

ト ラ ッ プ に よ る 誘殺成虫数 と 花 に お け る 寄生虫数お よ
び被害度 と を単回帰分析す る と ， 花 に お け る 寄生虫数お
よ び被害度 の デ ー タ (花 の採集間隔 2�6 日 ) に 比 べ ト
ラ ッ プの誘殺成虫数の デー タ ( ト ラ ッ プ更新間隔約 1 週
間) が少な か っ た た め， 別途に誘殺成虫数 を以下の方法
で算出 し た 。

ト ラ ッ プ当 た り の誘殺成虫数 を設置 日 数で除 し て 日 当
た り 誘殺成虫数 を 求 め た 。 そ し て， 採集 し た花 ご と に 開
花 日 数分 に 相 当 す る 日 当 た り 誘殺成虫数の 和 を 求 め た 。
すなわ ち ， 採集 し た 花が， 切 り 花適期で あ れ ば破奮期か
ら切 り 花適期 ま での開花 日 数相当分， 盛花期であ れ ば破
菅期か ら盛花期 ま での開花 日 数相当 分 を さ かの ぽっ て，
日 当 た り 誘殺成虫数 を加算す る 方法 を 用 い た 。 ち な み
に， 破曹期か ら 切 り 花適期 ま での 開花 日 数 と ， 破奮期か
ら 盛花期 ま で の 開 花 日 数 は， 前 者 が 5�7 日 ， 後 者 が
1l�16 日 で あ っ た。 な お， ト ラ ッ プ に よ る 誘殺成虫数

と 花 に お け る 寄生虫数お よ び被害度 と を単回帰分析す る
に 当 た り ， 破膏期 は花の被害度が O であ っ た た め， 分析
対象か ら 除外 し た。

結果 を表-5 に 示 し た。 そ の結果， ‘夏姿' の切 り 花適期
に お い て ， 花 に お げ る 寄生虫数 と 被害度， ト ラ ッ プに よ
る誘殺成虫数 と 花 に お け る 寄生虫数 ( コ ス モ ス ア ザ ミ ウ
マ成虫 お よ びア ザ ミ ウ マ 類全種の成虫) ， ト ラ ッ プ に お
け る 誘殺成虫数 と 花 に お け る 被害度のすべて の項 目 で有
意な正の相闘が見 ら れた。 同様 に， 他の 2 品種で も 各項
目 で有意 な正の相闘がみ ら れた 。 よ っ て ， 花 に お け る 寄
生虫数や被害度 は ト ラ ッ プへの誘殺成虫数 に よ っ て把握
で き る こ と が明 ら か と な っ た 。

表 - 5 粘着 ト ラ ッ プに よ る 誘殺成虫数 と 花 に お け る 寄生虫数お よ び被害度 の 関係叫 (千脇 ・ 回
中， 1999) 

相 関 関 係

寄生虫数 と 被害度

夏牡丹 (花色 : 赤) 夏姿 ( 同 : 白 ) 金峰山 ( 同 : 貧)
切 り 花適期 盛花期 切 り 16醐 盛花期 切 り 市醐 盛花期

0 . 818・ 0 . 721 0 . 971 "  0 . 784 0 . 774 ' 0 . 82 1  
ヒ ラ ズ刷 0 . 874・ 0 . 300 0 . 079 0 . 128 0 . 591  0 . 391  誘殺成虫数 一

と コ ス モ ス c) 0 . 305 0 . 322 0 . 828・ 0 . 91 4 ・ 0 . 750 0 . 936' 
寄生虫数 全種 0 . 888・ 0 . 976・ 0 . 81 ド 0 . 920・ 0 . 456 0 . 973" 

誘殺成虫数 と 被害度 0 . 776 0 . 622 0 . 861 ・ 0 . 890・ 0 . 521  0 . 675 

叫 : 粘着 ト ラ ッ プに よ る 誘殺減虫数 は ， 採集花の開花 日 数相 当 分の ト ラ ッ プ当 た り 日 当 た り 誘殺
成虫数の和 を 用 い た . 表 中 の 数値 は相関関数 (・ : p く 0 . 05， 日 : p く 0 . 01 ) ， b) : ヒ ラ ズ ハ ナ
ア ザ ミ ウ マ 成虫 の雌雄合計， 同 : コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ 成虫の雌雄合計.
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表 6 キ ク 栽培圃場の粘着 ト ラ ッ プに お け る ア ザ ミ ウ マ 類の キ ク 生育期の誘殺成虫数 と キ ク 開花期の誘
殺成虫数 と の 関係.)

種 キ ク 生育期の キ ク 開花期の 単回帰式 相関関数b)
誘殺成虫数 (X) 誘殺成虫数 (y)

ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ ( ♂ ) 4�5 月 7 月 y = 3 . 855 十 0 . 385 X 0 . 9464 車 穆
5 月 7 月 y = 3 . 873 + 0 . 387 X 0 . 9475 * *  

4�5 月 7 月 y = 4 . 73 1 + l . 573 X 0 . 8705* 
ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ ( ♀ ) 5 月 7 月 y = 5 . 69 1 + l . 539 X 0 . 8660* 

6 月 7 月 y = 6 . 342 + 0 . 267 X 0 . 8465・
7�8 月 y = 238 . 061 + 66 . 75 1  X 0 . 9227・ ・

4 月 8 月 y = 152 . 01 8 + 6 7 . 825 X 0 . 9363 * *  
ア ザ ミ ウ マ 類全種 8 月 の誘殺 ピ ー ク y = 160 . 188 + 26 . 423 X 0 . 9175 * *  ー . . . ・ ・ ー ・ ー ー ー ・ ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ー 咽 ・ ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ・ 岨 ・・ ・ ・ ー 岨 由 ー ー ー - - - - 値 ー ー ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ー ー ー ・ ー ・ ・ ・ ー ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・

6 月 7 月 Y = - 13 . 497+ 0 . 27 1 X 0 . 8326・

叫 : 1992�97 年 の 誘 殺成 虫 数 の デ ー タ を 用 い， 有 意 な 相 関 が み ら れ た 組 み 合 わ せ の み 示 し た . 同 : n =
6， ・ : p く 0 . 05， * * : p < O . Ol 

V キ ク 生育期の誘殺成虫数 に よ る キ ク

開花期の誘殺成虫数の予測

1992�97 年の粘着 ト ラ ッ プ に よ る 誘殺成虫数の デ ー

タ を 用 い， キ ク 生育期 の誘殺成虫数 (4�6 月 の誘殺成

虫数) と キ ク 開花期 の誘殺成虫数 (7�8 月 の誘殺成虫
数) と を単回帰分析 し た 。 単回帰分析 し た 月 別の誘殺成
虫数は， ト ラ ッ プ当 た り の誘殺成虫数 を 月 単位に合計 し
た 値 を 用 い た 。 表-6 に 有意 な 相 闘 が み ら れた組み合わ
せ を示 し た 。 ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ の雄 と 雌， な ら びに
誘殺 さ れた ア ザ ミ ウ マ類の全種 に お い て ， 生育期の誘殺
成虫数 と 開花期の誘殺成虫数の 聞 に 有意な正の相闘がみ
ら れた 。 な お， コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ は生育期の誘殺成虫

数が極め て少 な く 開花期の誘殺成虫数が急増す る こ と か
ら ， ま た ， ネ ギ ア ザ ミ ウ マ は葉 に お け る 主要種であ る こ

と か ら ， 両種は今回の試験の対象 と し な か っ た 。
上記の分析 に つ い て は， デー タ の蓄積が必要 と な り ，

さ ら に ， 同時に複数の作型が導入 さ れて い る 園場や慣行
防除圃場での検討 も 必要 と な っ て は く る が， 生育期の誘
殺成虫数か ら 開花期の誘殺成虫数 を お お ま か に 推定 で き
る と 考 え ら れた 。 ま た， ア ザ ミ ウ マ類の全種 に お い て ，

生育期の誘殺成虫数 と 開花期の誘殺成虫数の聞 に有意な
正の相聞が見 ら れた こ と は， 粘着 ト ラ ッ プに誘殺 さ れた
すべて の ア ザ ミ ウ マ類 を 数 え る だ け で発生予察がで き る
可能性 を示す も の と 考 え ら れ る 。

お わ り に

キ ク 栽培箇場 に お け る ア ザ ミ ウ マ類の粘着 ト ラ ッ プに
よ る 発生予察法 を考 え る に 当 た っ て， 上記の試験結果か
ら 明 ら か に な っ た こ と を検討事項 も 含め て ま と め て み る
と 以下の と お り と な っ た。 キ ク の葉 に お け る 主要種 は ネ
ギア ザ ミ ウ マ で， 花 に お け る 主要種 は ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ

ウ マ と コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ であ っ た 。 粘着 ト ラ ッ プ に よ
る 調査 に は， キ ク 栽培圃場内 に 白色 の ト ラ ッ プ を 50 cm
の高 さ で設置す る と 主要種の誘殺が多 く ， 誘殺 ピ ー ク も
明瞭であ っ た 。 さ ら に ， 白色の ト ラ ッ プでは実体顕微鏡
に よ る 誘殺成虫の種 ご と の計数 も 簡便であ っ た 。 こ の 方

法は ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の調査 に も 有効であ っ た 。

ま た ， 粘着 ト ラ ッ プ に よ る 誘殺成虫数は花 に お り る 寄
生虫数お よ び被害度 の聞 に そ れぞれ有意な正の相闘があ
り ， ト ラ ッ プに よ る 誘殺成虫数か ら 両者 を 予測で き る こ
と が明 ら か に な っ た。 さ ら に ， キ ク 生育期の誘殺成虫数

と キ ク 開花期 の 誘殺成虫数の 聞 に 有意 な 正 の 相 闘 が あ
り ， キ ク 生育期の調査か ら キ ク 開花期の発生量の予察が
可能であ る こ と も 示唆 さ れた。

し か し， コ ス モ ス ア ザ ミ ウ マ の 花 に お け る 発生が ‘夏
牡丹， (花色 : 赤) で少 な し 品種間差が見 ら れ た こ と
か ら ， 発生予察 に 当 た っ て は花色 も 考慮す る 必要があ る
と 考 え ら れた 。

ま た ， 今回の粘着 ト ラ ッ プに よ る 調査では， ヒ ラ ズハ
ナ ア ザ ミ ウ マ， ネ ギ ア ザ ミ ウ マ お よ び コ ス モ ス ア ザ ミ ウ
マ を 中心 と し て ， 花の被害 に 関 す る 発生予察法 を検討 し
たが， 今後， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に よ る 花の被害，
あ る い は， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ お よ び ミ カ ン キ イ ロ
ア ザ ミ ウ マ に よ る 葉の被害 に 関す る 発生予察法 を検討す

る 必要が あ る と 考 え ら れた 。
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